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Ⅰ．研究の背景
「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議（2010）」

は「子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児期の教育（幼稚園，保育所，認定こ

ども園における教育）と児童期の教育（小学校における教育）が円滑に接続し，体系的な教

育が組織的に行われる」ことの重要性を述べている。しかしながら「平成24年度幼児教育実

態調査」（文部科学省，2013）と「平成26年度幼児教育実態調査」（文部科学省，2015）の市

町村ごとの幼小接続の状況をみると「ステップ⚒」つまり「年数回の授業，行事，研究会な

どの交流があるが，接続を見通した教育課程の編成・実施は行われていない。」がそれぞれ

62.1％（1,082市町村），59.6％（1,038市町村）と最も多いが，「ステップ⚔」すなわち「接

続を見通して編成・実施されて教育課程について，実施結果を踏まえ，更によりよいものと

なるよう検討が行われている。」についてはそれぞれ3.2％（55市町村），4.5％（79市町村）

と僅かに増加したにすぎず，幼児教育と小学校教育を接続する十分な取り組みには至ってい

ないと推測される。前述の幼児教育実態調査の「保育所又は小学校の幼児や児童と交流を

行った幼稚園」について平成24年度調査は79.0％（12,552園），平成26年度調査は80.2％

（12,230園），「保育所又は小学校の保育士や教師との交流を行った幼稚園」について平成24

年度調査は75.9％（12,552園），平成26年度調査は76.2％（12,230園）と僅かな増加に留

まっている（文部科学省，2013；文部科学省，2015）。山口（2016）は「接続期のカリキュ
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ラムについて周知を広げ，取組みを実質化していくためには，小学校教諭と保育士の共通理

解を深めるための学習会や合同研修などを行う必要がある」と指摘している。

このような背景の中，2018（平成30）年⚔月⚑日より適応される新たな保育所保育指針

（平成29年⚓月31日告示）では，職員の資質向上，キャリアアップとして職場内の研修に加

えて，関係機関等による外部研修が有効であると示しており，幼児教育の必要性や小学校と

の接続についてもふれている（厚生労働省，2017a）。幼稚園教育要領（文部科学省，2017a）

では小学校教育との接続に当たっての留意事項に「幼稚園教育において育まれた資質・能力

を踏まえ，小学校教育が円滑に行われるよう，小学校の教師との意見交換や合同の研究の機

会などを設け，『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を共有するなど連携を図り，幼稚

園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとする」と明示してあり，小学校

と共有することにより幼小の接続を一層推進する目的がある。さらに汐見（2017）は，文部

科学省の文書を基に保育所と幼稚園の就学前教育の一本化について触れており，今後益々幼

稚園教諭と保育所保育士が共に研修する機会が増えることが推測される。さらに小学校学習

指導要領（文部科学省，2017b）では，学校段階等間の接続について「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫する」視点が明示されている。しかしながら，北海

道教育庁は，「平成28年度幼児教育の推進体制構築事業成果報告書（概要）」の中で幼保小連

携について81％の小学校長が「保育者と小学校教諭との合同研修の実施が必要」と回答して

いることに対して，現状では「幼児と小学校の児童の交流」に留まっている実態を報告して

いる（北海道教育庁，2017）。

過去の幼保小接続の観点からの研究には，古賀（2009）による「子どもの最善の利益のた

めに」，「遊び」「学び」「育ち」が重要課題であるとの指摘，石倉（2009）による森の幼稚園

における運動遊びや環境がその後の幼児の発達に及ぼす効果があるとの報告，新井と千田

（2010）による保育における遊びと小学校の学習との関連性に関する報告，山田（2013）に

よる接続期である⚕歳児後半に育てるべき「生活する力」「学びの力」「人とかかわる力」の

⚓つの力の指摘，長谷部ら（2015）による幼児期における心身共に脆弱性を抱えているとの

指摘，成田ら（2016）による「各幼稚園，保育所，小学校が『地域で子供を育てる』という

意識をもち，相互の教育活動を尊重・理解し合いながら連携・交流することが大切である」

との指摘や「各幼稚園，保育所，小学校において円滑な接続を図る接続カリキュラムを基に

した指導をし，子供たちに『段差を乗り越える力』を育むことが重要である」との報告があ

る。また幼児期から児童期につながる接続期の運動については，多様な動きや運動あそびの

重要性，さらに取り組む意欲も大切であると考えられている（杉原，2003；田中，2009；吉

田・岩崎，2012；吉田・岩崎，2014；松嵜ら，2016；藤田・中野，2017）。
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このような状況において，滝川市教育委員会では，滝川市内の小学校教職員並びに私立幼

稚園教員，保育所保育士等を対象に幼稚園・保育所と小学校のスムーズな接続をめざした連

携をいかに図るべきかについて滝川市内幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会を開催し保

育士・教員同士で学び合い情報交換する機会を設けている。この研修会では，保育所・幼稚

園に接続する小学校⚑年生の公開授業，全体研修における公開授業及び児童の状況等に関し

ての交流に加え，幼保小連携に関する講演会が実施されている。筆者は，2016年（平成28年

10月25日実施，演題：「幼児・児童を対象にした実践的な運動あそびについて」），2017年

（平成29年11月⚒日実施，演題：「学力アップにつながる幼児期・児童期における健康・体力

づくり：いま子ども達に体験してほしい運動あそび・身体活動の実践」）の⚒年に渡り滝川

市教育委員会の依頼により，幼稚園・保育所と小学校のスムーズな接続を目指した連携を目

的として，現職の保育士，幼稚園及び小学校教員を対象にゲームや運動あそび等の実技を交

えた健康・体力づくり指導の講演会講師を務める機会を得た。2017年⚓月に新たな保育所保

育指針，幼稚園教育要領，小学校学習指導要領が公示され，幼保小の連携はこれまで以上に

重要となり，発育発達に応じた運動あそびや生涯にわたって必要な多様な動きの重要性や生

涯につながる運動あそびの幼児期から児童期への指導は益々必要となってくる。

そこで本研究は，滝川市内幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会の実践事例をもとに幼

児期児童期における運動あそび指導について検討することを目的とした。

Ⅱ．方法
2017年（平成29年）11月⚒日（木）に滝川市立滝川第二小学校を会場として実施された

「平成29年度滝川市内幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会」における「学力アップにつ

ながる幼児期・児童期における健康・体力づくり：いま子ども達に体験してほしい運動あそ

び・身体活動の実践」をテーマにした講演会の実践事例をもとに幼児・児童における運動あ

そびの指導法について検討した。なお講演は午後⚓時から午後⚔時の⚑時間であり，講演内

容をPowerPointによるスライド及び動画映像にて解説し，その後ゲームや運動あそびの等

の実技指導を実施した。

主な内容は，運動効果の古典的研究であるロンドン市内を循環する⚒階建てバスの運転手

と車掌の死亡頻度に関する研究（Morris et al., 1953），座位時間と死亡率に関する研究

（Leandro et al., 2016），テレビの長時間視聴の問題に関する研究（土谷，2001：片岡，

2002；Matthews et al., 2012），幼児期運動指針ガイドブック（文部科学省，2012a）・幼児期

運動指針普及用パンフレット（文部科学省，2012b），スプリングフィールド大学附属チャ

イルド・ディベロップメント・センター（Springfield College Child Development Center），

― 71 ―

幼児期児童期における運動あそび指導の検討



スキャモンの発育曲線とゴールデンエイジ，『脳を鍛えるには運動しかない：最新科学でわ

かった脳細胞の増やし方』（Ratey and Hagerman, 2008；レイティとヘイガーマン，2009），

幼児期・児童期におけるスポーツサンプリング及び多様な動きの重要性に関する研究（田

中，2009；白 幡，2013；杉 原 と 河 邉，2014；吉 田；2016），2017 年 ⚓ 月 に「New York

Times」で掲載された「Why Kids Shouldnʼt Sit Still in Class」（Cruz, 2017），脳を活性化さ

せる運動プログラム「ブレイナージャイザーズ（BrainErgizersTM）」（Cruz, 2017）であっ

た。また動画映像は，YouTubeに投稿されているNational Association of Physical Literacy

（2017）による「BrainErgizersTM Jingle 17 1」を利用した。

ゲームや運動あそび等の実技指導は，米国の青少年キャンプやサッカーチーム，様々なグ

ループワークで利用されているAction Socialization Experience（ASE：行動社会化経験）

を基にアイスブレーキングやコミュニケーションゲームを中心に実施した（一村，2007；西

村，2008；青木ら，2012；福富と平野，2014）。

なお本研究を進めるにあたり滝川市教育委員会の承諾を得ている。また受講した先生方の

自由記述（無記名）の感想については，滝川市教育委員会より提供があり付録とした。

Ⅲ．結果と考察
ここでは，「平成29年度滝川市内幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会」の講演にて使

用した主なスライドを図示し，講演内容の解説および考察を行う。また実技指導については

実施した活動の目的やルールについて記す。

⚑．講演内容

Fig.1は，Morris et al. (1953）による運動効果の古典的研究であるロンドン市内を循環す

る⚒階建てバスの運転手と車掌の心臓発作と心臓病による死亡の頻度に関する研究を紹介し

たものである。ここでは，幼児及び児童に限定せず，広く認知されている一般的な研究の事

例として運動の頻度やレベルと運動効果の関連について解説した。

Fig.2は，Leandro et al. (2016）による座位時間と死亡率に関する研究を示したものであ

る。都市化そしてICTにより情報化された現代社会において，様々なモノやサービスが座っ

たままで入手できる利便性がある。また乗物による移動，職場におけるディスクワーク，家

庭，学校などの場面においても長時間の座位行動が蔓延している（岡ら，2013）。それによ

り子供から大人まで多く人々が身体活動の機会を失うこととなっている。ここでは，便利な

現代社会で生活する限り，意識的に運動する機会を創出しないと座位時間は長くなり，子供

から大人まで健康への影響があることを示した。

Fig.3は子供のテレビの長時間視聴の問題に関する研究を示したものである（土谷，2001：
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Fig.1 バスの運転手と車掌の死亡頻度

Fig.2 座位時間と死亡率



片岡，2002）。幼児期からテレビやビデオさらにはゲーム機で過ごす時間が多いことにより，

座位時間が長くなり身体活動が減少することに加えて，言葉や表情などにも様々な影響があ

ることを紹介した。またMatthews et al. (2012）によると，余暇時間に一週間当あたり⚗時

間以上の中高程度の身体活動を実施していても，テレビ視聴時間が⚑日⚗時間以上の成人

は，⚑時間未満の成人と比べて総死亡リスクが47％，冠状動脈疾患死亡リスクが⚒倍高かっ

たと報告していることから，幼児期，児童期の日常における生活習慣がその後の生涯の健康

へ影響を及ぼすことを示した。

Fig.4は，米国マサチューセッツ州スプリングフィールド市にあるスプリングフィールド

大学附属のチャイルド・ディベロップメント・センター（Springfield College Child

Development Center：CDC）を示している。滝川市とスプリングフィールド市は，北海道

とマサチューセッツ州の友好交流を契機に，1989年より友好都市として交流を始め1993年よ

り姉妹都市として交流が進んできた経緯がある。また國學院大學北海道短期大学部とスプリ

ングフィールド大学は，2010年から学生や教職員の交流促進が行われ，2012年姉妹校として

の教育連携協定が結ばれた経緯がある。國學院大學北海道短期大学部からは，毎年短期留学

生を派遣しており，僅かな時間であるがCDCにおいて在籍している幼児と関わる機会を得

ている。CDCは，月齢と年齢により生後15ヶ月から⚒歳⚙ヶ月までの乳児クラス（Toddler

Room），⚒歳⚙ヶ月から⚓歳⚖ヶ月の幼児クラス（3s Room），⚓歳⚖ヶ月から⚕歳の幼児
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クラス（Pre-K Room）に分けられており，マサチューセッツ州の幼児教育の基準でもある

レッジョエミリア（Reggio Emilia）とエマージェント・カリキュラム（Emergent

Curriculum）を教育手法として取り入れていることに特徴がある。建物は，教会をリノ

ベーションしたオープンスペースで，職員や子供たちも他クラスの活動の様子を容易に確認

できる空間となっており，子供たちが自由なテーマにより，主体的に活動できる環境が整備

されている。

Fig. 5 は，CDC の 屋 外 施 設 を 示 し て い る。CDC に 隣 接 す る 森 の 中 に は，「FORT

IMAGINATION」という子供たちの秘密基地や隠れ家の様な施設がある。この施設は，子

供たちの想像力を最大限に発揮できる様々な工夫が施されており，小さなクライミング

ウォールやつり橋，大きなシーソー等の遊具もあり，自然の中で遊びながら運動量の確保で

きる。CDCディレクターであるモーレーン先生からは，CDCの中で子供たちが一番好きな

場所と紹介されている。また，CDCに隣接している園庭は，全面にウッドチップが敷設さ

れており，人工的な遊具に加え自然木を使用した遊具もあり，子供たちの積極的な身体活動

を安全に支える配慮が施されている。

Fig.6は，ゴールデンエイジの特徴を示している。一般にゴールデンエイジという言葉は，

スキャモンの発育曲線で表現される神経系の発達が顕著にみられる年齢の頃であることが知

られている。このゴールデンエイジの頃に学習した運動能力やスポーツのスキルは生涯忘れ
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Fig.4 Springfield College Child Development Center（CDC）
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Fig.5 CDCの屋外施設

Fig.6 ゴールデンエイジ



ることがないと考えられている。ゴールデンエイジの概念は，「技術の習得は新たな神経回

路の拾得であり，脳・神経系の可塑性が高い方が有利である。しかし，最も可塑性の高い乳

幼児期は，骨，骨格系が未発達なため，動作習得のためレディネスが不十分である。」と示

されている（加藤ら，1996）。しかしながら，田中（2009）が述べているように幼児期にお

ける身体活動の個人差や獲得するべき基本的運動動作が十分でない場合は，ゴールデンエイ

ジの年齢に達したとしても新たな動きの習得には結びつきにくいと推察される。つまり，生

涯につながる運動能力やスポーツのスキルは，ゴールデンエイジ前の幼児期から児童期の接

続期における様々な運動あそびや身体活動を通した基本的運動動作の獲得が肝要であること

が伺える。

Fig.7は，Ratey and Hageman（2008）の著書「SPARK: The Revolutionary New Science

of Exercise and Brain（『脳を鍛えるには運動しかない：最新科学でわかった脳細胞の増やし

方』）」の表紙である。著書によると運動が脳にもたらす効果は，身体の効果よりはるかに重

要であることが記されている。一般的に運動はセロトニン，ノルアドレナリン，ドーパミン

といった思考や感情に関わる神経伝達物質が増加することが知られているが，運動により子

供たちが学習時に使っている脳細胞が活性化し，その結果として学習効果が上がり，学力が
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Fig.7 SPARK



アップにつながると考えられている。

Fig.8は，「幼児期・児童期におけるスポーツサンプリング及び多様な動きの重要性」を示

している。幼児期および児童期においては，前述したように様々な運動あそびや身体活動を

通した基本的運動動作の獲得が大切である。田中（2009）や杉原と川邉（2014）は，子供の

興味関心に基づいた自発的な遊びや子供が自己決定的に行う遊びが大切であると述べてい

る。一方，白旗（2013）や吉田（2016）は小学校の体育では，幼稚園での多様な動きの経験

が基盤となっていないことを指摘している。新たな幼稚園教育要領（文部科学省，2017a）

においては健康な心と体や自立心，協同性など「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

明確にしている。また幼児にとって「遊び」は「学習」であるため「生涯にわたる人格形成

の基礎を培う」ためにも重要である。また小学校学習指導要領（文部科学省，2017b）で

は，体育においては，「心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力」を育むことを目的としている。この観

点からも幼児期，児童期のスムーズな接続を目指すにあたり，発育発達における体力の特徴

の理解はもちろんのこと多様な動きや運動あそびの内容理解は今後ますます必要となる。幼

児期から児童期にかけては，親の指示や教員の指導によって，子供は特定の身体活動やス

ポーツに偏る可能性が否定できない。特定の運動や一つのスポーツに偏っていることで，あ
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る時に練習が厳しく上達を諦めたり，嫌な体験をすることで，身体を動かすこと自体を辞め

てしまうことも考えられる。スポーツサンプリングの考え方は，特定の動きではなく，多様

な動きや多様なスポーツを通じて，身体を動かすことの楽しさや仲間と協力する楽しさを得

て，身体活動を継続させることにある。

Fig.9は，2017年⚓月21日発行の「New York Times」に掲載された米国コネチカット州

ハートフォードにある公立小学校「Breakthrough Magnet School」の⚓・⚔年生クラスを示

している（Cruz, 2017）。この小学校はマインドフルネスなど心を落ち着かせ集中力を高め

るプログラムについても導入しているが，2015年春より，脳を活性化させ成績の向上を目的

とした運動プログラム「ブレイナージャイザーズ（BrainErgizersTM）」も取り入れている。

この運動プログラムを導入している背景には，前述しているRatey and Hagerman (2008）

よる身体活動は，子供が学ぶために使っているすべての脳細胞を活性化させる考え方に起因

している。またInstitute of Medicine (2013）によると米国の子供は⚑日60分の中程度から高

程度の身体活動が推奨されているが，幼児から思春期の子供たちの約半分は運動をしていな

いと報告されている。そこで子供の身体活動と健康との関係を調査したところ，定期的な身

体活動は子供の成長と発達を促し，身体，メンタル，認知に多くの有益であるという結果が

でた。また筋力，骨，心肺機能，代謝が強くなり，メンタルは不安，うつの軽減と予防，自
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Fig.9 小学校における「ブレイナージャイザーズ（BrainErgizersTM）」



己効力感の高まりに寄与していた。中程度から高程度の運動は，脳の機能と構造に関係性が

あると証明された。具体的には，より活動的な子供の方が，集中力が高く，認知処理スピー

ドが速く，統一テストの得点が高い結果となった。学力は，家庭環境，地域格差，経済格差

等の要素が関わっていると一般的に知られているが，少なくとも中程度から高程度の身体活

動は，子どもたちの学力を上げる可能性はあるとしている。Carlson et al. (2015）の小学生

1322人を対象とした教室内の身体活動と授業の行動についての研究は，身体活動を実施する

ことで行動が改善されることを明らかにしている。またDonnelly et al.（2016）の研究では，

⚕歳から13歳の子供の間で身体活動の介入が認知機能に有益であるという見解を示してい

る。一方，Dinkel et al. (2016）は小学校教員の多くが教室における身体活動に関心があり導

入しているものの，実施する上での課題もあり，教員の知識や能力も必要であると述べてい

る。

Fig. 10 は，「ブ レ イ ナ ー ジ ャ イ ザ ー ズ（BrainErgizersTM）」（National Association of

Physical Literacy, 2017）の動画イメージを示している。米国では15州で「ブレイナージャ

イザーズ」が導入されており，米国以外では，カナダ，メキシコ，アイルランド，オースト

ラリアが取り入れている。「ブレイナージャイザーズ（BrainErgizersTM）」の特徴は，①左

右同じ動作ができるように，②⚓分から⚔分間の中程度以上の運動が必要，③テスト前，新

しい単元前に実施すると効果的であると考えられている。コネチカット州立大学の学生が作

成した「ブレイナージャイザーズ（BrainErgizersTM）」の映像が動画投稿サイト「You

Tube」に登録されているため教育現場においても即座に活用できる。この動画映像では，
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①ウォームアップ，②ミニワークアウト（様々なスポーツの動きに合わせて体を動かす），

③クールダウン（マインドフルネス，ヨガポーズ等）で組み立てられており，音楽に合わせ

て幼児や児童はもちろん，保育士や教員も共に運動することができる。小学校学習指導要領

（文部科学省，2017b）の「情報機器の活用」で示されている通り，動画映像はリズムや音

の響きを共有することに加え，再生や一時停止機能により，デモンストレーションの動作の

補完や主体的に学ぶための教材にもつながり，幼児・児童の理解を深めることが期待され

る。特に軽快なリズムに合わせた動きは，運動の楽しさや喜びに触れ，子供同士の楽しさを

共有する機会にもなる。保育士や教師が動きを覚えることで，広い空間や特別な道具がなく

とも運動量の確保ができる。さらに様々なスポーツの動きや動作を取り入れることで，新た

な興味関心につながるスポーツサンプリングの目的も達成すると考えられる。

⚒．実技指導

前段で示した運動や身体活動の効果を踏まえ，幼児期から児童期にかけて必要な基本的運

動動作を取り入れたゲームや運動あそび等の実技指導を行った。また実技については，幼児

から児童，先生方も一緒に楽しみながら参加できる活動に配慮して実施した。主な内容は，

二人組になってリズムに合わせて手と手を合わせてカウントアップ，カウントダウンする

「ビート」，参加者全員で円になって拍手や動きを信号の様に送る「インパルス」，○×ゲー

ムを⚒グループでリレー形式に行う「チクタクトォー」，フラフープを使用した「⚒人輪く

ぐり」やグループで競う「フープリレー」，長座になり伸びた足をジャンプして渡っていく

グループ対抗の「ラダーゲーム」，巨大なお手玉状のビーンバッグを使用した「腕立てリ

レー」や「ビーンズホッケー」等であった。アイスブレーキングを目的としたものは，身体

活動の強度は低いものの楽しさを共有することがでる。グループで協力して動くものは，グ

ループ対抗などで競い合うことにより活動量も高まり運動強度の上昇につながっていた。今

回の実技の活動は，大きな体育館がなくとも保育所や幼稚園のホール，小学校の教室内で実

施できるものであった。その為，僅かな時間でも手軽に運動あそびを取り入れることができ

る。

Ⅳ．まとめ
本研究は，滝川市内幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会の実践事例をもとに幼児期児

童期における運動あそび指導について検討することを目的としていた。新たな保育所保育指

針，幼稚園教育要領，小学校学習指導要領が公示され，幼保小の連携はこれまで以上に重要

となり，発育発達に応じた運動あそびや生涯にわたって必要な多様な動きの重要性が高まっ
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ている。幼児児童の身体活動における効果も研究が進み，新たな研究成果を基にした指導法

や研修のあり方もこれから益々検討が必要であると考えられる。また幼児と児童の接続期の

課題は，運動あそびと密接につながる子供の健康や体力に限らず，自己制御機能と関係の深

い心理面や家庭を含めた様々な環境要因と多様である。今後も幼保小連携促進のための保育

士，教員の研修は地域社会や子供たちの実態に合わせて開催されることが求められる。
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付録

〈参加した先生方の感想〉
・幼稚園でも取り入れられそうな内容でした。
・日常取り入れられそうな運動遊びでした。よかったです。
・実際に体を動かして体験ができたことが良かった
・体を使った遊びはすぐに取り入れられそうなものが多く，子供たちとやりたいなと思いまし

た。
・体力づくり授業前に数分できるものから取り入れてみようと思いました。体がすぐに温まりま

した。
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